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　ある組織で，毒物・劇物取締法で指定されている，青酸カリを始めとするいくつかの薬品

の紛失事件があった（という）．それを受けて点検したら，向精神薬が見つかったり，無届

け毒物があったり，という大騒ぎになった（という）．ここでは，薬品の在庫管理システムが

あるので，各研究室には必ずこのシステムを使用して管理するようにとの通達が出されたが，

データ入力は手作業で行うままであった（という）．情報に関係するものとしての第一感は，

「うまくいかないだろうなあ」であろう．物事の重大さに比べて，手作業の信頼性の低さを

過小評価しているからである．情報の専門家の不在が透けて見える．

　今月号の特集は「ICタグと医療環境」．保坂良資，白木善尚がエディタ．処理の重要さに

見合ったシステムを考えている別の例である．医療現場での課題の分析から ICタグを用い

た解決のためのシステムについて，多方面からの検討と実例とが示されている．内容として

は，ハードウェアとしての ICタグシステムの医療現場での使用，病棟，手術場などの場所

別の考察，アクティブ型の利用，標準化などがある．命を任せる患者の身でもある我々とし

ては，“しっかりね”という気分．

　「ストレージエリアネットワークの動向」（藤田智成）は，これまで内蔵されていたストレ

ージ（ディスク）をネットワーク越しに使う技術の話．TCP/IPに載せる仮想SCSIプロトコル

が面白い．NASとは趣が違うらしい．

　「SOAの中核技術としてのBPEL入門（3）」（丸山不二夫）は“グリッドとSOAからみる

Webサービス標準技術”のシリーズで，BPEL解説の3回目．プログラム言語BPELの実際の

姿の紹介．

　｢技術者教育評価における情報処理学会の貢献」（萩原兼一）と「IPSJからJをとろう」（水

野忠則），それに「学会の集合知」（松井くにお）は“これからの情報処理学会”のシリーズ．

“技術者教育”では一般的な情報分野の地盤沈下と教育，それにJABEEをめぐる話題，“Jを

とろう”では「国内限定」の性格の問題点が指摘され，“集合知”では学会誌等でのインタラ

クティブな要素の導入などの「Web2.0的」な方向が示されている．本誌にとってもいろいろ

と考えるべき問題である．

　「情報セキュリティに関する総合的な研究」（松本勉）は“情報学を創る－科研プロジェク

トがめざしたもの”のシリーズ．情報セキュリティについては ,その評価基準の設定と「打た

れ強い技術」が重要であるとの内容．

　「国際標準化－肌で感じる中国の台頭－」（森紘一）は“標準化よもやま話”のシリーズ．

中国が，成長を背景とした独自規格の国際提案を連発するようになったという，ちょっと困

惑させられる標準化活動の話．

　“研究会千夜一夜”のシリーズは2件．「これからもっと楽しい計算機アーキテクチャ」（中

村宏）は，「アーキテクチャは楽しいよぅ」という気分のほとばしる内容．「システムソフト

ウェアとオペレーティングシステム研究会」（加藤和彦）は，OS関連の研究会の変遷を交え，

インキュベーション的な役割にも言及している．

　「名誉会員　和田弘博士を偲ぶ」として追悼記事を相磯秀夫氏にお願いした．情報規格調

査会の会合での強烈な個性が印象的な方であった．（Skay）
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